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千
国
街
道
を
写
す

青
木
湖
畔
に
点
在
す
る
石
仏
を
写
す
こ
と
か
ら
､

私
と
千
田
筋
道
と
の
か
か
わ
り
が
は
じ
ま
っ
た
｡

約
百
五
十
年
前
に
造
ら
れ
た
二
十
三
体
の
石
仏
は

時
刻
に
よ
り
､
季
節
に
よ
り
､
そ
の
哀
惜
を
変
え
て

私
を
む
か
え
て
く
れ
る
し
､
そ
こ
へ
行
け
は
心
が
安

ら
ぐ
の
で
'
自
然
に
足
が
向
い
た
｡
そ
し
て
､
お
目

あ
て
の
石
仏
に
ピ
ン
ト
を
合
せ
､
急
を
こ
ろ
し
て
､

そ
っ
と
シ
ャ
ノ
タ
ー
を
押
す
と
､
そ
の
会
席
音
が
林

の
中
に
響
き
､
手
ご
た
え
と
充
実
感
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
た
｡

春
　
-
　
ま
わ
り
の
雪
を
解
か
し
な
が
ら
石
仏
が
あ

ら
わ
れ
､
夏
　
-
　
蝉
時
雨
の
中
､
木
も
れ
陽
の
中
に

た
た
ず
む
､
秋
-
-
-
白
壁
に
柵
の
実
が
映
え
る
こ
ろ

落
葉
が
石
仏
の
肩
に
と
ま
り
､
冬
　
-
　
ス
キ
ー
場
の

晴
眼
か
ら
逃
れ
て
雪
の
中
に
埋
ま
る
｡

こ
の
石
仏
た
ち
が
並
ん
で
い
る
千
田
締
道
は
､
松

本
城
下
か
ら
糸
魚
川
に
達
す
る
二
十
里
五
町
'
約
五

一
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道
で
､
特
に
大
町
以
北
に
は

評
の
お
も
か
げ
を
熊
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
､
街

道
ぞ
い
に
は
各
種
の
石
仏
を
は
じ
め
､
道
祖
神
や
庚

申
塔
､
白
蝶
の
士
載
､
わ
ら
ふ
き
屋
根
の
･
零
な
ど
が

あ
る
J
道
も
細
く
'
石
畳
や
轍
の
つ
い
た
と
こ
ろ
も

あ
っ
て
､
変
化
に
と
ん
で
い
る
｡
こ
の
道
を
歩
-
と

き
､
吾
の
人
々
の
信
仰
心
や
生
活
を
も
､
う
か
が
い

知
る
こ
と
が
で
き
る
一
∪

こ
の
よ
う
に
被
写
体
に
は
事
欠
か
な
い
の
J
t
J
が
､

私
の
写
真
は
単
な
る
詳
録
写
真
の
範
囲
を
出
な
い
｡

そ
し
て
､
近
ご
ろ
は
急
速
に
筋
道
界
隈
の
風
景
が
変

わ

っ

て

き

て

'

私

の

ィ

メ

ー

ン

と

は

'

か

け

は

な

れ

た
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る
｡
風
景
に
限
ら
ず
'
人
々

の
生
活
を
と
に
も
カ
メ
ラ
を
向
け
た
い
と
思
う
の
.
L
J

が
､
思
う
よ
う
に
は
い
か
ず
'
い
ら
だ
た
し
さ
を
お

ぼ
え
る
｡

新
し
い
連
荘
や
生
活
の
た
め
に
､
古
い
も
の
が
壊

さ
れ
る
の
は
歴
史
の
ル
ー
ル
か
も
し
れ
な
い
｡
し
か

し
､
寂
々
'
写
真
凄
好
者
と
し
て
は
､
そ
の
変
化
に

遅
れ
な
い
よ
う
､
現
在
を
記
録
し
'
残
し
て
わ
く
必

要
が
あ
る
と
思
う
｡

こ
の
よ
う
な
仕
事
は
消
柄
杓
の
よ
う
だ
が
､
十
年

後
､
二
十
年
後
に
は
そ
の
写
真
が
貴
重
を
質
料
と
し

て
の
価
値
を
も
つ
だ
ろ
う
J

一
夫
町
青
年
写
真
愛
好
会
　
丸
山
隠
士
)
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脹
誌
諌
小
谷
地
方
の
塩
の
道

-
千
国
街
道
と
糸
魚
川
川
道
-

一
古
代
の
交
通
路

日
本
海
に
面
す
る
糸
魚
川
方
面
か
ら
､
大
町
､
松

本
方
面
に
出
る
に
は
へ
　
昔
か
ら
姫
川
を
遡
り
'
佐
野

坂
を
越
え
､
仁
科
三
滴
の
芹
辺
を
通
り
､
大
町
附
迫

か
ら
安
蛙
平
に
出
た
で
あ
ろ
う
｡

穂
高
見
命
を
祖
神
と
す
る
安
裳
族
は
､
古
代
以
前

よ
り
栄
え
､
奈
良
時
代
に
及
ん
で
い
る
が
､
平
安
時

代
に
は
そ
の
勢
は
下
り
坂
で
あ
っ
た
が
､
そ
れ
で
も
'

延
書
式
(
平
安
時
代
醍
醐
天
皇
の
延
長
五
(
九
二
七

)
年
選
完
)
　
に
､
｢
信
濃
固
三
八
座
(
六
七
座
･
小

三
一
座
)
安
曇
一
一
座
､
壁
品
神
社
大
名
神
｣
と
記
さ

れ
､
朝
廷
よ
り
繕
晶
を
奉
ら
る
べ
き
名
神
と
し
て
､

全
国
二
八
五
座
の
う
ち
に
列
せ
ら
れ
､
且
っ
て
の
勢

威
を
見
せ
て
い
る
｡

こ
の
安
曇
族
は
且
っ
て
海
神
族
と
し
て
､
北
九
州

に
栄
え
た
が
､
漸
次
に
日
本
海
通
･
瀬
戸
内
通
･
太

平
洋
岸
の
三
方
面
よ
り
､
日
本
列
島
の
東
方
に
移
り
､

そ
の
一
部
の
信
濃
に
永
住
し
た
の
が
安
曇
郡
(
高
家

郷
･
前
科
郷
･
八
原
郷
･
村
上
郷
)
　
の
安
曇
族
で
あ

る
｡

こ
の
安
曇
族
は
一
説
に
よ
る
と
北
九
州
か
ら
'
日

本
海
の
沿
岸
添
い
に
､
東
へ
進
み
､
能
登
半
島
を
廻

り
'
糸
魚
川
よ
り
､
姫
川
を
遡
り
､
安
曇
平
に
出
て
､

恵

言
掴
粗
宴
掃

青

　

木

　

　

　

治

穂
高
神
社
を
祖
師
と
し
て
定
住
し
た
と
い
う
｡

宏
基
族
は
玉
を
愛
し
､
諾
銅
器
文
化
を
持
っ
て
い

た
と
い
う
が
､
宏
豊
野
の
各
地
の
遺
跡
や
石
塙
か
ら

姫
川
沿
崩
の
小
満
間
近
の
原
石
で
作
っ
た
碧
玉
が
転

々
発
掘
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
､
大
町
市
平
区
海
の
日

の
諏
訪
神
社
の
社
宝
の
狭
鋒
銅
鉾
が
あ
る
こ
と
諒
は
､

安
曇
族
の
安
豊
野
に
入
っ
た
道
筋
を
示
す
も
の
で
あ

る
と
同
時
に
交
通
路
を
も
示
す
も
の
で
あ
る
｡

斯
く
塩
の
道
の
原
型
は
太
古
･
古
代
か
ら
出
来
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

二
千
回
街
道
と
糸
魚
川
街
道

千
国
街
道
(
或
曲
聾
武
軌
か
凱
)
 
C
の
嘗
…
は
･

今
の
小
谷
村
南
小
谷
千
国
で
あ
っ
て
'
可
成
古
い
道

で
あ
る
｡
糸
魚
川
街
道
(
国
道
一
四
七
号
線
'
一
四

八
号
線
)
は
糸
魚
川
･
松
本
間
の
道
で
明
治
の
初
め

の
新
し
い
道
で
あ
る
｡
そ
の
呼
び
方
は
長
野
県
側
は

糸
魚
川
街
道
と
い
い
`
糸
魚
川
で
は
桧
本
街
道
と
呼

ん
で
い
る
｡

千
国
大
道
と
い
う
言
葉
の
出
て
来
る
最
も
古
い
文

書
は
､
三
宮
穂
高
社
御
造
営
日
記
(
文
明
一
五
二

四
八
三
)
年
)
で
あ
る
｡
そ
の
末
尾
に
次
の
如
-
記

さ
れ
て
い
る
｡

｢
穂
高
郷
四
至
堺
ノ
事
､
東
ハ
千
国
大
道
ヲ
サ
カ
7
､

両
ハ
柏
原
ノ
新
居
ノ
沢
ヲ
サ
カ
7
､
上
ハ
田

中
ノ
南
穂
高
セ
キ
ヲ
サ
カ
7
-
(
後
略
)
｣

こ
の
文
章
か
ら
い
っ
て
､
こ
の
道
は
文
明

一
五
年
の
頃
は
穂
高
神
社
の
東
を
南
に
抜
け

て
い
た
こ
と
が
判
る
｡

小
谷
､
四
ケ
庄
方
面
か
ら
大
町
附
近
に
出

た
こ
の
道
は
安
曇
野
を
南
に
向
っ
て
縦
断
し
､

塩
尻
･
松
本
方
面
に
向
っ
て
い
る
が
'
時
代

に
よ
り
､
そ
の
道
筋
に
移
動
が
あ
る
が
､
古

い
最
初
の
も
の
は
､
北
ア
ル
プ
ス
の
山
麓
に

添
っ
て
南
に
走
っ
て
い
る
｡
時
代
が
下
が
る

に
従
っ
て
葉
に
下
が
り
宏
技
師
の
中
央
部
を
通
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
｡
従
っ
て
千
田
街
道
と
称
せ
ら
れ

る
道
筋
は
今
で
は
'
宏
蛙
当
で
は
ー
二
筋
俄
に
分
れ
て

い
る
｡

次
に
こ
の
時
街
道
を
含
め
て
､
糸
魚
川
よ
り
'
小

谷
方
佃
に
入
っ
た
道
筋
を
示
す
と
次
の
如
-
で
あ
る
｡

そ
の
一
(
鳥
越
峠
･
地
蔵
峠
越
へ
道
)

糸
魚
川
-
仁
王
堂
-
上
町
屋
-
圏
高
所
･
関

所
)
-
別
所
-
大
久
珠
描
"
鮮
蒔
(
窒
屏
峠
)

l
梯
川
-
地
蔵
峠
(
御
坂
峠
)
-
深
原
-
埋
橋
-
中

谷
l
長
崎
-
土
谷
-
宮
本
-
和
平
-
雨
中
-
藤
平
1

回
(
番
所
)
-
沓
掛
-
百
体
観
音
-
落
倉
-
初

久
保糸

魚
川
か
ら
大
久
保
ま
で
は
､
新
潟
県
内
で
あ
る
｡

山
口
の
番
所
で
検
査
さ
れ
た
人
や
荷
物
は
'
別
所
･

大
久
保
を
経
て
長
野
県
側
に
入
り
､
鳥
越
峠
･
地
蔵

峠
を
越
え
､
中
土
方
面
を
経
て
'
千
国
の
番
所
で
再

検
査
し
'
白
馬
村
北
城
切
久
保
を
経
て
南
に
向
っ
て

い
る
｡
こ
の
鳥
越
峠
･
地
蔵
峠
を
越
え
中
土
方
面
か

ら
千
国
に
至
る
道
筋
が
最
も
古
い
と
い
あ
れ
で
い
る
｡

そ
の
二
　
(
大
綱
峠
越
へ
道
)

糸
魚
川
-
(
最
初
は
そ
の
一
と
同
じ
)
-
大
久
保
-

白
地
l
角
間
池
l
大
網
峠
l
大
網
｢
平
倉
l
常
葉

峠
l
湯
原
-
塩
坂
-
釆
馬
-
石
坂
-
池
原
-
車
坂
-

下
里
瀬
-
和
平
-
雨
中
-
藤
平
1
回
(
番
所
)

-
(
以
下
そ
の
一
と
同
じ
)

小
谷
の
大
網
峠
を
越
え
､
大
網
へ
出
て
'
更
に
新

潟
県
の
平
岩
､
萬
楽
峠
を
越
え
'
ま
た
小
谷
側
に
入

り
､
千
国
に
出
る
道
筋
で
あ
る
｡
戦
国
時
代
か
ら
江

戸
時
代
に
か
け
最
も
栄
え
た
道
筋
で
､
大
網
は
物
資

の
中
継
地
と
し
栄
え
て
い
た
｡
大
き
な
牛
福
も
あ
り
､

且
っ
て
の
塩
蔵
も
現
存
し
て
い
る
｡

そ
の
三

糸
魚
川
-
囲
(
番
所
)
-
菅
沼
-
小
瀧
-
平
岩

l
常
葉
峠
-
-
(
以
下
そ
の
二
と
同
じ
)

そ
の
四
　
(
糸
魚
川
街
道
)

糸
魚
川
l
根
小
屋
-
平
岩
-
国
道
一
四
八
号
線

明
治
時
代
に
入
っ
て
糸
魚
川
街
道
と
し
て
'
急
速

に
整
備
さ
れ
る
｡
今
の
国
道
一
四
八
号
線
｡

三
塩
の
道
の
物
資
と
ポ
ッ
カ
　
(
歩
荷
)
と
牛
方

上
杉
謙
信
が
武
川
信
玄
支
配
下
に
あ
る
､
信
州
の

大
町
､
松
本
､
塩
尻
方
面
に
対
戦
中
に
塩
を
送
っ
た

と
い
う
話
は
有
名
で
あ
る
が
､
糸
魚
川
に
あ
る
信
州

問
届
出
米
語
鑑
に
は
次
の
如
-
証
さ
れ
て
い
る
｡

｢
一
筋
賂
)
･
･
･
甲
州
武
川
費
用
中
高
ま
で
発
向
在
り
､

さ
れ
ど
上
杉
の
勇
猛
､
武
川
の
武
威
何
れ
か
劣
る
べ

き
､
大
下
に
秀
で
し
名
将
な
れ
ど
も
双
方
に
ら
み
合

い
､
民
有
始
ま
で
も
出
入
を
留
め
幾
度
か
〈
対
陣

あ
る
こ
と
数
年
な
り
､
武
川
に
は
何
に
で
も
不
足
な

か
り
し
か
､
一
つ
不
足
は
四
方
敵
に
取
囲
ま
れ
､
海

辺
知
り
給
わ
ず
､
塩
の
み
御
こ
ま
り
､
信
州
国
中
の

民
百
姓
は
命
渇
に
及
ぶ
両
､
道
々
城
代
よ
り
搬
出
で

余
儀
な
-
信
玄
公
よ
り
謙
信
公
へ
御
た
の
み
な
さ
れ

候
に
付
き
'
謙
信
公
は
理
非
正
道
の
大
将
に
て
合
戦

は
格
別
､
た
と
え
敵
国
た
り
と
も
国
民
難
渋
を
見
す

て
が
た
く
､
早
速
御
許
容
を
し
下
さ
れ
､
塩
御
送
り

を
さ
れ
べ
く
御
笑
納
在
り
し
が
､
川
中
島
は
合
戦
最

中
に
て
通
用
悲
し
-
､
西
浜
糸
魚
川
の
出
入
は
'
其

の
昔
行
基
菩
薩
の
御
作
り
の
條
あ
り
け
る
地
蔵
峠
と

中
道
有
り
､
又
外
に
大
網
峠
の
道
も
あ
り
け
ね
は
､

百
姓
信
州
よ
り
ま
か
り
下
り
､
塩
荷
物
背
負
い
､
或

は
牛
馬
追
い
下
り
つ
け
越
し
け
れ
ば
､
信
州
の
民
百

姓
よ
ろ
こ
び
て
誠
に
手
の
親
を
見
つ
け
し
心
地
在
り
､

･

･

･

(

後

見

)

･

･

･

]

　

　

あ

か

こ
の
文
は
上
杉
謙
信
の
赤
き
心
を
上
手
に
表
現
し

て
い
る
が
､
一
方
山
国
信
州
の
民
百
姓
が
越
後
よ
り

の
塩
を
食
生
活
上
強
-
求
め
て
い
た
こ
と
､
越
後
側

の
人
々
も
信
州
側
に
送
る
塩
の
経
済
的
の
高
さ
を
十

分
認
識
し
て
い
る
点
が
文
の
背
後
に
ひ
そ
ん
で
い
る
｡

輸
送
路
も
地
蔵
峠
越
し
一
そ
の
二
)
　
と
大
網
峠
越
し

一
そ
の
二
)
と
さ
れ
て
い
る
｡
輸
送
方
法
も
人
の
背

に
よ
る
ポ
ッ
カ
と
牛
方
に
よ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
｡

安
政
の
頃
越
後
の
山
口
番
所
を
通
過
し
､
信
州
小

谷
側
に
入
っ
た
荷
物
に
つ
い
て
､
次
の
如
-
記
さ
れ

て
い
る
｡

｢
塩
約
八
千
駄
･
正
月
鯛
二
百
五
十
駄
-
三
百
厭
､

あ

え

も

の

そ
の
他
海
産
物
の
塩
物
乾
物
等
の
四
十
物
等
｣

ま
た
信
州
よ
り
の
帰
荷
の
物
資
は

｢
煙
草
･
大
豆
･
生
薬
･
藍
玉
(
以
上
が
一
番
多
か
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塩　　蔵

現存する塩倉は大網にただひとつこ階建で
下は牛小屋､上は塩倉で塩を入れるため釘
が使われていない独特の建造である｡
今は屋はトタン葺に改造されているかこの
写真は昔のものである｡

小谷村大網武田武治氏所有
撮影　昭308　竜木　治

･～購∴● ��t′ ir_ ー 
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･',I-埴一､ 

舵物情ど山

っ
た
と
い
う
)
綿
(
更
に
次
ぐ
物
が
綿
で
あ
っ
た
と

い
う
)
･
麻
･
紙
･
小
豆
･
木
曽
物
･
木
地
･
反
物

か
い
棒
二
九
結
･
板
子
等
｣

こ
れ
等
の
荷
物
は
山
口
と
千
国
の
番
所
で
荷
孜
を

し
'
そ
れ
(
-
大
町
･
松
本
方
面
､
糸
魚
川
方
面
に

出
さ
れ
て
い
る
｡

小
谷
村
梯
川
の
塩
文
書
を
示
す
と
､
次
の
如
-
で

あ
る
｡

｢
塩
之
出
入
覚
帳
明
治
一
九
　
二
八
八
六
)
年
小
池

満
寺
文
書

梯
用
事
崖
素

牛
万

一
全
地
塩
弐
級
(
敬
)
井
目
村
孫
左
衛
門

八
月
二
十
七
日
受
取
奉
納
村
山
崎
又
三
郎
行

年
万

一
松
倉
地
塩
　
五
駄
　
下
沢
村
全
五
右
ヱ
門
背

九
日
一
円
受
取

奉
納
村
梯
川
消
左
エ
ロ
行

五

四

号

　

　

　

　

　

　

牛

万

乗

両

村

四

郎

平

一

竹

原

塩

二

駄

　

　

　

　

　

　

　

中

村

出

五
五
号
囲
印

一
竹
原
塩
一
駅
　
　
　
来
罵
村
　
大
素
行

賞
金
四
円
大
町
迄
ヨ
リ
九
月
二
日
受
取
九
月
七
日

送
る

∴
ノ
四
号

(
中
略
)

一
仁
竹
原
塩
三
駄

牛
万

乗
山
村
　
四
郎
乎

｢
丁
出

向
一
七
号
　
　
比
内
一
駄
は
九
右
ヱ
門
ヲ
ロ
シ

一
仁
竹
原
塩
二
駄
　
釆
馬
村
大
家
と
し
入

九
月
六
日
受
取
九
日
送
る

(
中
略
)

へ

五

七

号

　

　

　

　

　

牛

方

一
△
竹
原
塩
二
駄
　
　
上
条
孫
次
郎
付

へ
五
八
号

一
△
竹
原
塩
二
駄

へ
五
九
号

一
△
竹
原
塩
二
駄
　
　
中
村
出

十
一
月
十
二
日
乗
馬
村
大
家
行
｣

こ
の
文
章
に
出
て
来
る
地
塩
と
は
､
越
後
加
賀
の

日
本
海
産
の
塩
を
い
い
､
竹
原
塩
と
は
瀬
戸
内
海
産

の
塩
で
､
今
の
広
島
県
竹
原
市
の
塩
田
で
取
れ
た
塩

で
あ
る
｡
こ
の
塩
の
輸
送
に
は
､
大
阪
港
を
起
点
と

す
る
西
廻
り
航
路
を
利
用
し
､
竹
原
港
で
積
荷
し
た

塩
は
'
下
関
よ
り
日
本
海
に
出
て
'
能
登
半
島
を
廻

り
､
糸
魚
川
港
で
陸
上
げ
さ
れ
て
い
る
｡

糸
魚
川
か
ら
の
物
資
､
特
に
塩
の
大
部
分
は
牛
方

に
よ
り
牛
の
背
で
輸
送
さ
れ
て
い
る
｡
そ

の
輸
送
路
は
`
江
戸
時
代
以
降
は
前
記
そ

の
二
の
大
網
峠
を
越
え
て
大
網
に
出
る
道

筋
が
'
多
く
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
を
っ
て

い
る
｡
越
後
の
根
知
谷
の
山
口
(
関
所
･

番
所
)
を
起
点
と
し
へ
多
-
の
荷
物
は
こ

こ
で
点
検
さ
れ
'
大
網
に
入
る
の
で
あ
る

が
､
多
く
は
こ
､
で
継
荷
さ
れ
､
更
に
千

国
ま
で
送
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
､
糸
魚
川

･
大
網
間
の
輸
送
担
当
者
は
､
前
記
｢
塩

之
八
覚
帳
｣
　
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
'

井
目
村
､
下
沢
村
､
栗
山
村
等
々
の
根
知

谷
の
村
々
の
牛
方
が
あ
た
っ
て
い
る
｡

大
網
以
南
へ
の
輸
送
は
信
州
側
の
牛
方

が
行
う
慣
例
で
あ
っ
た
｡
ま
た
大
網
以
南

は
大
き
く
千
国
行
荷
物
と
大
町
行
荷
物
に

二
分
さ
れ
て
い
た
が
､
前
者
の
輸
送
は
大
網
･
千
国

間
の
村
々
の
牛
方
が
あ
た
り
､
後
者
は
千
国
･
大
町

間
の
村
々
の
牛
方
が
あ
た
っ
て
い
た
｡

ま
た
乾
物
･
塩
物
そ
の
他
の
物
資
も
以
上
の
方
法

で
あ
っ
た
し
､
信
州
よ
り
の
帰
荷
の
輸
送
分
担
も
同

様
で
あ
っ
た
｡

｢
牛
追
御
改
帳
　
宝
永
四
(
一
七
〇
七
)
年

越
後
糸
魚
川
よ
り
松
本
大
町
迄
塩
売
牛
追

戸

土

村

　

助

之

言

　

　

九

年

前

よ

り

戸
土
村
　
　
着
古
ヱ
門
　
七
年
前
よ
り

横

川

村

　

角

之

玄

　

　

人

年

前

よ

り

仝

　

　

　

次

郎

兵

衛

　

五

年

前

よ

り

仝

　

　

　

十

兵

衛

　

　

九

年

前

よ

り

仝

　

　

　

久

右

衝

門

　

七

年

前

よ

り

｣

こ
の
資
料
に
よ
る
と
､
蒲
か
ら
も
ら
う
､
牛
師
の
鑑

札
は
越
後
糸
魚
川
よ
り
松
本
･
大
町
迄
と
在
っ
て
い

る
｡
輸
送
の
方
法
は
､
継
荷
と
通
荷
と
両
方
法
を
取

っ
て
い
た
の
で
､
糸
魚
川
･
松
本
間
に
通
用
出
来
る

鑑
札
と
な
っ
て
い
た
｡

横
川
の
古
老
(
小
池
満
寿
氏
)
の
話

｢
牛
　
と
ト
メ
工
は
六
頭

ツ
ツ
カ
ラ
カ
シ
一
俵
は
十
六
貫
(
塩
の
こ
と
)

炭
は
背
中
で
別
所
ま
で

夏
は
牛
方
'
冬
は
ポ
ッ
カ
｣

一
人
前
の
牛
方
は
六
頭
の
牛
を
追
っ
て
､
つ
ヾ
ら

折
の
山
道
を
歩
い
た
の
で
あ
る
が
､
中
々
苦
労
が
多

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
｡
急
斜
面
の
道
は
､
夕
立
等
で

砂
が
流
れ
溝
に
な
る
の
を
防
ぐ
た
め
､
筆
太
の
小
石

を
並
べ
て
堅
め
て
い
た
し
'
時
に
山
犬
(
娘
)
に
襲

わ
れ
た
話
な
ど
も
残
っ
て
い
る
｡

塩
は
一
俵
一
六
貝
(
六
四
的
)
で
､
牛
の
荷
鞍
の

両
側
に
一
俵
づ
ゝ
つ
け
た
の
で
あ
る
か
ら
､
一
頭
の

牛
は
三
二
窟
(
二
一
人
的
)
を
運
ぶ
こ
と
に
な
る
｡

梯
川
の
人
々
は
炭
を
売
る
た
め
に
､
越
後
根
知
谷

の
別
所
ま
で
背
中
(
ポ
ッ
カ
)
で
運
ん
で
き
て
売
っ

た
と
い
う
｡
夏
は
牛
師
の
鑑
札
を
持
っ
た
牛
方
が
主

に
､
運
送
に
あ
た
っ
て
屠
っ
た
し
､
冬
は
雪
が
多
い

の
で
牛
よ
り
､
人
間
の
背
で
運
ぶ
方
が
多
か
っ
た
と

い
う
｡

ま
た
中
馬
嫁
菜
の
牛
方
の
た
め
に
､
開
屋
の
厩
に

紫
が
ね
た
｡
牛
の
餌
の
草
を
刈
っ
て
売
っ
た
話
も
梯

川
に
は
残
っ
て
い
た
｡
糸
魚
川
･
大
町
問
は
多
-
は

牛
を
使
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
し
､
大
町
以
南
は
馬

が
殆
ん
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
｡
小
谷
方
面
で
は
'

牛
の
需
用
は
地
牛
は
勿
論
'
能
登
牛
､
遠
-
は
秋
田

南
部
牛
も
移
入
さ
れ
て
い
る
｡

｢
南
部
秋
田
山
下
買
入
道
中
諸
掛
(
文
政
七
二
八

二
四
)
年
大
網
武
田
信
一
文
書
)
｣

こ
の
古
文
書
を
見
る
と
､
こ
の
時
秋
田
の
南
部
牛

四
二
匹
を
輔
大
し
て
来
て
'
糸
魚
川
か
ら
小
谷
に
も

っ
て
来
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
｡

ポ
ッ
カ
(
歩
荷
)
　
に
よ
る
輸
送
は
牛
方
と
同
時
に

行
わ
れ
で
も
い
た
が
､
冬
の
積
雪
期
が
主
で
あ
っ
た
｡

殊
に
大
町
,
松
本
地
方
で
の
正
風
の
年
取
魚
で
あ

っ
た
脚
は
､
富
山
湾
近
海
で
漁
推
さ
れ
た
寒
鯛
を
'

案
雪
の
雪
中
を
ポ
ッ
カ
に
よ
っ
て
運
ば
れ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
｡

雪
の
無
い
一
〇
月
下
旬
か
ら
一
二
月
中
旬
頃
ま
で

の
問
は
｢
継
荷
｣
に
よ
り
糸
魚
川
･
大
町
間
の
一
ニ

ケ
村
が
継
荷
宿
を
指
定
-
､
リ
レ
ー
輸
送
を
し
た
が
'

雪
が
降
り
多
-
な
る
二
一
月
中
旬
以
降
げ
糸
魚
川
か

ら
届
先
ま
で
輸
送
す
る
｢
通
称
｣
と
さ
れ
て
い
た
｡

こ
の
場
合
は
人
の
背
に
よ
る
ポ
ッ
カ
輸
送
が
殆
ん
ど

で
あ
っ
た
と
い
う
｡
　
(
北
安
曇
誌
編
集
委
員
･
穂

高
町
教
育
委
員
長
･
穂
高
叫
郷
土
蛮
料
館
長
)
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チシマフウロ　高山

締約焉ど山

礼
文
島
の
植
物
と
そ
の
地
史
的
分
布

横

　

内

　

　

　

斉

小

　

林

　

悦

　

郎

礼
文
島
の
植
物
目
録
と
分
布
系
統
略
号

シ
ダ
植
物

ハ

ナ

ヤ

ス

リ

科

　

と

メ

ハ

ナ

ワ

ラ

ビ

一

大

)

､

エ

ソ

ノ

フ

ユ

ノ

ハ

ナ

ワ

ラ

ビ

一

大

)

｡

コ

ケ

シ

ノ

ワ

科

　

コ

ケ

､

ン

ノ

ブ

　

(

南

)

｡

ナ

シ

ダ

科

　

オ

オ

メ

､

ン

ダ

　

(

北

)

'

寸

ク

ヤ

マ

シ

ダ

(

北

)

､

ホ

ソ

-

ノ

デ

　

(

天

)

､

ミ

ヤ

マ

ィ

ワ

デ

ン

ダ

一

夫

)

､

エ

ソ

イ

ワ

テ

ン

ゲ

　

(

〓

)

､

)

チ

ャ

セ

ン

シ

ダ

科

　

コ

タ

ニ

ワ

ク

リ

一

夫

｢

)

ウ
ラ
ボ
シ
科
　
工
ゾ
テ
ン
ダ
一
天
｢
､

ワ

ラ

ビ

科

　

-

ワ

カ

ネ

ゼ

ン

マ

-

一

大

一

､

リ

シ

リ

シ
ノ
ブ
一
夫
)
　
∩
-

ヒ

カ

ケ

ノ

カ

ズ

ラ

科

　

タ

カ

ネ

ス

キ

カ

ス

ラ

一

短

)

イ

ワ

ヒ

バ

科

　

エ

ソ

ノ

ヒ

モ

カ

ス

ラ

一

夫

)

､

エ

ソ

と

メ

ク

ラ

マ

コ

ケ

一

夫

)

.

)

種
子
植
物

裸
子
植
物

イ

チ

イ

科

　

イ

チ

ィ

一

北

マ

)

｡

マ

ツ

科

　

ハ

イ

マ

ツ

　

(

北

)

､

ト

ド

マ

ツ

　

(

北

)

'

ア
カ
エ
ソ
マ
ツ
　
(
北
マ
)
'
工
ゾ
マ
ツ
　
(
北
マ
)

と

ノ

キ

科

　

リ

ン

リ

ビ

ャ

ク

シ

ン

　

(

大

)

､

ミ

ヤ

マ

ビ

ヤ

ク

シ

ン

　

(

北

マ

)

｡

離
弁
花
植
物

セ

ン

リ

ョ

ウ

科

　

と

ト

リ

シ

ズ

カ

　

(

北

)

｡

ヤ
ナ
ギ
科
　
ド
ロ
ヤ
ナ
キ
　
(
北
)
､
エ
ソ
ノ
バ
ソ
コ

ヤ
ナ
ギ
　
(
北
マ
)
､
エ
ソ
ノ
ダ
カ
ネ
ヤ
ナ
ギ
　
(
北

マ
)
'
ミ
ヤ
マ
ヤ
ナ
ギ
　
(
北
マ
)
'
キ
ッ
ネ
ヤ
ナ

ギ

(

北

マ

)

'

ホ

ソ

バ

マ

ル

バ

ヤ

ナ

ギ

一

塞

)

､

イ
ス
マ
ル
バ
ヤ
ナ
ギ
　
(
北
マ
｢
し

ク

ル

-

科

　

カ

ラ

フ

ト

オ

ニ

ゲ

ル

-

(

毎

)

｡

カ

バ

ノ

キ

科

　

ケ

ヤ

マ

ハ

ン

ノ

キ

　

(

岡

)

､

ミ

ヤ

マ

ハ

ン

ノ

キ

一

北

)

'

ハ

ン

ノ

キ

　

(

北

)

､

ダ

ケ

カ

ン
バ
　
(
北
マ
)
｡

フ
ナ
科
　
-
ズ
ナ
ラ
　
(
北
マ
)
｡

イ

ラ

ク

サ

科

　

オ

オ

バ

-

ラ

ク

十

一

北

)

｡

ビ
ヤ
ク
タ
ン
科
　
カ
マ
ヤ
リ
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